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【施行方針 （案）別紙１】
せこうほうしん あん べっし

１ 地域づくりガイドラインとは
ちいき

○ 「北海道 障 がい者及び 障 がい児の権利擁護並びに 障 がい者及び 障 が
ほっかいどうしょう しゃおよ しょう じ けんり ようご なら しょう しゃおよ しょう

い児が暮らしやすい地域づくりの推進 に関する条例 （以下 「条例 」とい」 、
じ く ちいき すいしん かん じょうれい いか じょうれい

う ）の目指す、いわば究極 の目標 は 「 障 がい者が暮らしやすい地域づ。 、
めざ きゅうきょく もくひょう しょう しゃ く ちいき

くり」の実現 です。たとえ 障 がいがあっても、住み慣れた地域で暮らし続け
じつげん しょう すみな ちいき く つづ

たいというのは誰もの願いであり、また、 障 がい者が暮らしやすい地域は誰
だれ ねが しょう しゃ く ちいき だれ

にとっても暮らしやすい地域でもあります。
く ちいき

、○ 「 障 がい者が暮らしやすい地域づくり」を実現 するため、この条例 では
しょう しゃ く ちいき じつげん じょうれい

権利擁護や就労 支援、地域づくりなど様々 な取組 が行 われることとされて
けんり ようご しゅうろうしえん ちいき さまざま とりくみ おこな

いますが、この「地域づくりガイドライン」は、こうした取組みの１つとして、
ちいき とりく

「地域における支援体制 づくり」を、市町村 が中心 となり、地域づくりコー
ちいき しえん たいせい しちょうそん ちゅうしん ちいき

ディネーター、道、 障 がい者やサービス事業 者を含む地域の様々 な関係者
どう しょう しゃ じぎょうしゃ ふく ちいき さまざま かんけいしゃ

が官民 一体 となって行 うための手段 として活用 する「道具」となるもので
かんみんいったい おこな しゅだん かつよう どうぐ

す。

２ 地域づくりガイドラインの目指すもの
ちいき めざ

○ 住み慣れた地域で生活 したいという 障 がい者の願いを実現 するためには、
すみな ちいき せいかつ しょう しゃ ねが じつげん

地域の中に、生活上 の様々 な困りごとから発生 する多種多様なニーズを
ちいき なか せいかつじょう さまざま こま はっせい たしゅ たよう

必要 な支援につなぐきめ細かな支援体制 がなければなりません。地域で生活
ひつよう しえん こま しえん たいせい ちいき せいかつ

するため必要 な基本的な施策については、国が、年金 や障害 福祉サービスの
ひつよう きほん てき せさく くに ねんきん しょうがいふくし

給付 等をはじめ、様々 な制度を、法律 に基づき、全国 一律 に実施しています
きゅうふとう さまざま せいど ほうりつ もと ぜんこくいちりつ じっし

が、それはあたかもサイズやデザインが、あらかじめ決められた既製服のよう
き きせい ふく

なもので、それだけでは、生活上 の困りごとから発生 する様々 なニーズに
せいかつじょう こま はっせい さまざま

添ったきめ細かな支援を実施することは困難 です。既存のサービスにニーズを
そ こま しえん じっし こんなん きぞん

当てはめるのではなく、１人ひとりのニーズに添ったオーダーメイドの支援につ
あ ひとり そ しえん

、 。なげる 「地域ニーズ」を重視 した地域の支援体制 づくりが求められています
ちいき じゅうし ちいき しえん たいせい もと

○ この「地域づくりガイドライン （以下 「ガイドライン」という）も、そう」 、
ちいき いか

した求めに応える仕組みの１つであり、条例 の規定に基づき 「地域間の、
もと こた しく じょうれい きてい もと ちいき かん

福祉サービス等 の格差及 び 障 がいの有無や程度による社会 参加の機会の
ふくし とう かくさ およ しょう うむ ていど しゃかい さんか きかい

不均衡の是正を図りながら、 障 がい者が暮らしやすい地域づくりを推進 す
ふきんこう ぜせい はか しょう しゃ く ちいき すいしん

る」ことを目的 に 「市町村 が実施することが望ましい事項等の基本的な、
もくてき しちょうそん じっし のぞ じこう とう きほん てき

指針」となるよう作成 したものです。
ししん さくせい
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○ 基本的な指針としてガイドラインに定めるべき事項については、条例 第
きほん てき ししん さだ じこう じょうれいだい

２３条 に７項目 規定されていますが、これらにより、ガイドラインが実現 し
じょう こうもくきてい じつげん

ようとする「めざす姿 」は次の２点です。
すがた つぎ てん

１ 障 がい者やその家族のニーズをしっかりと受け止め、そのニーズを必要
しょう しゃ かぞく うけと ひつよう

な支援にむすびつける相談 支援体制 と、地域課題の解決 に取組む地域のネッ
しえん そうだんしえん たいせい ちいき かだい かいけつ とりく ちいき

トワーク（地域自立支援協議 会）を両輪 とする地域の支援体制 を官民
ちいき じりつ しえん きょうぎ かい りょうりん ちいき しえん たいせい かんみん

一体 となって構築 すること。
いったい こうちく

２ 障 がい特性 や 障 がい者に対する地域住民 の理解を促進 し、 障 がい
しょう とくせい しょう しゃ たい ちいき じゅうみん りかい そくしん しょう

のある人もない人も、ともに助け合える地域社会 づくりを住民 が一緒 に
ひと ひと たすけあ ちいき しゃかい じゅうみん いっしょ

なって推進 する地域の仕組みを構築 すること。
すいしん ちいき しく こうちく

３ 地域づくりガイドライン活用 に当たっての留意 点
ちいき かつよう あ りゅういてん

― 地域特性 に応じたオーダーメイドの対応 ―
ちいき とくせい おう たいおう

○ 道内 の１７９市町村 は、人口 や財政 の規模も、社会 資源の種類 や量 も、
どうない しちょうそん じんこう ざいせい きぼ しゃかいしげん しゅるい りょう

また、産業 構造 も、これまで歩んできた歴史もそれぞれ異なります。それぞ
さんぎょうこうぞう あゆ れきし こと

れが地域特性 を持った独立 した市町村 であり、解決 すべき地域の課題、ガイ
ちいき とくせい も どくりつ しちょうそん かいけつ ちいき かだい

ドラインのめざす姿 を実現 しようとした時の取組み方針 や方法 などは、
すがた じつげん とき とりく ほうしん ほうほう

当然 ながら、各市町村 でみな異なります。
とうぜん しちょうそん こと

しかし、すべての市町村 において検討 しなければならない課題は、地域に暮
しちょうそん けんとう かだい ちいき く

らす関係 機関等が協働 する地域づくりのプロセスを確立 することです。
かんけいきかん とう きょうどう ちいき かくりつ

障 がい者の生活 全般 の困りごとから発生 するニーズは多種多様であり、１
しょう しゃ せいかつぜんぱん こま はっせい たしゅ たよう

市町村 役場、１事業 所だけでは、どんなに頑張ってもニーズを必要 な支援に
しちょうそんやくば じぎょうしょ がんば ひつよう しえん

むすびつけることには限界 があります。
げんかい

地域づくりは、地域に暮らし、思いを共有 化した人々 との協働 作業 とし
ちいき ちいき く おも きょうゆうか ひとびと きょうどうさぎょう

て取組み、その理解の輪を広めることにより、はじめて新たな可能性が開かれ
とりく りかい わ ひろ あら かのうせい ひら

るのです。

○ このガイドラインでは、権利擁護と暮らしやすい地域づくりという視点から１
けんり ようご く ちいき してん

、つの「めざす姿 」を提示するとともに、各市町村 が、まちの現状 を評価 し
すがた ていじ しちょうそん げんじょう ひょうか

自分達のまちづくりをどのように進めるのがよいのか、足りない機能は何かな
じぶん たち すす た きのう なに

どについて、地域自立支援協議 会やニーズが集まる機能をもった「場」などに
ちいき じりつ しえん きょうぎかい あつ きのう ば

おいて、関係 機関等と協働 して取組む地域づくりの進め方と、そのための
かんけいきかん とう きょうどう とりく ちいき すすめかた

、ワークシートをお示ししています。これらを活用 し、関係 機関等が協議 して
おしめ かつよう かんけいきかん とう きょうぎ

まちづくりの方針 となる「我がまちづくりガイドライン」を作成 し、その方針
ほうしん わ さくせい ほうしん

に沿って地域課題を解決 する仕組みづくりを行 うプロセスを重視 した構成 と
そ ちいき かだい かいけつ しく おこな じゅうし こうせい

しています。
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このため、このガイドラインは、単に 「めざす姿 を実現 するための機能、
たん すがた じつげん きのう

等」を市町村 が有しているかどうかについて、機械的にチェックするためのも
とう しちょうそん ゆう きかいてき

のではありません。ガイドラインに示した「めざす姿 」を１つの目標 としな
しめ すがた もくひょう

がら、ワークシートを利用し、自分達で「目標 」欄に「我がまちづくりガイ
りよう じぶん たち もくひょう らん わ

ドライン」としての「めざす姿 」を描き、それを実現 するために関係 機関等
すがた えが じつげん かんけいきかん とう

が協働 するプロセスをつくり上げていただくことを目的 としています。
きょうどう あ もくてき

地域に暮らす思いを共有 化した人々 が協働 し、自分達の暮らす地域は
ちいき く おも きょうゆうか ひとびと きょうどう じぶん たち く ちいき

自分達の手でつくる、制度がなければ、地域の知恵と力 を結集 して、必要
じぶん たち て せいど ちいき ちえ ちから けっしゅう ひつよう

な制度をつくるのだという取組みを進める際の道具としてご活用いただくこと
せいど とりく すす さい どうぐ ごかつよう

を切に願っています。
せつ ねが

４ 地域づくりガイドライン項目
ちいき こうもく

○ 地域づくりガイドライン項目 では、上記 の２つの実現 しようとする「めざす
ちいき こうもく じょうき じつげん

姿 」を１４の視点に細分 化して示すとともに、それぞれの「めざす姿 を
すがた してん さいぶん か しめ すがた

実現 するための機能等」を例示しています。各項目 ごとのねらいは次のとお
じつげん きのう とう れいじ かくこうもく つぎ

りです。

Ⅰ 相談 支援体制 の確保
そうだんしえん たいせい かくほ

ここでは、相談 者のニーズをしっかりと受け止める相談 窓口 が確保され
そうだんしゃ うけと そうだんまどぐち かくほ

ていること、相談 者にとって安心 感を持てる相談 窓口 として求められる
そうだんしゃ あんしんかん も そうだんまどぐち もと

機能に関すること、そして相談 窓口 でつかまえたニーズをニーズに添った
きのう かん そうだんまどぐち そ

支援につなげるための、本人 による自己決定 を基本としたケアマネジメント
しえん ほんにん じこ けってい きほん

の３つの視点について記載し、官民 が一体 となって、地域の中にこのような
してん きさい かんみん いったい ちいき なか

相談 支援体制 を構築 することの重要 性について記載しています。
そうだんしえん たいせい こうちく じゅうようせい きさい

Ⅱ ネットワークの構築 （地域自立支援協議 会の設置・運営 ）
こうちく ちいき じりつ しえん きょうぎかい せっち うんえい

ここでは、２つの視点を設定 しています。１つ目は、地域自立支援協議 会
してん せってい め ちいき じりつ しえん きょうぎかい

の最 も重要 な機能であるネットワークを構成 する関係 機関等が組織を超
もっと じゅうよう きのう こうせい かんけいきかん とう そしき こ

えて協働 し、地域課題の解決 に取組む機能についてであり、２つ目は、
きょうどう ちいき かだい かいけつ とりく きのう め

条例 により規定され、地域で暮らす 障 がい者の暮らしづらさの解消 に向
じょうれい きてい ちいき く しょう しゃ く かいしょう む

けて地域の人々 が協議 し、課題解決 に向けて取組む調整 委員会について
ちいき ひとびと きょうぎ かだい かいけつ む とりく ちょうせいいいん かい

です。

また、Ⅰの相談 支援機能とⅡのネットワークによる地域課題を解決 するた
そうだんしえん きのう ちいき かだい かいけつ

めの機能は、地域で暮らす 障 がい者の生活 を支える両輪 となる、なくて
きのう ちいき く しょう しゃ せいかつ ささ りょうりん

はならない重要 な機能です。
じゅうよう きのう

Ⅲ 障 がい者や 障 がい者の支援に関する社会 資源の実態 把握
しょう しゃ しょう しゃ しえん かん しゃかいしげん じったいはあく
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ここでは、地域で生活 する 障 がい者の生活 実態 の把握とインフォーマル
ちいき せいかつ しょう しゃ せいかつじったい はあく

サービスを含む社会 資源の把握という２つの視点から、 障 がい者の地域
ふく しゃかいしげん はあく してん しょう しゃ ちいき

生活 を支える取組みの基本となる情報 の把握及び共有 化と、それらの
せいかつ ささ とりく きほん じょうほう はあく およ きょうゆう か

情報 を基に地域の現状 の評価 を行 うことの大切 さについて記載してい
じょうほう もと ちいき げんじょう ひょうか おこな たいせつ きさい

ます。

Ⅳ 地域住民 と関係者 との連携 した 障 がい者支援体制 の確保
ちいき じゅうみん かんけいしゃ れんけい しょう しゃしえん たいせい かくほ

障 がい者の権利の擁護や暮らしやすい地域づくりを進める上で、 障 がい
しょう しゃ けんり ようご く ちいき すす うえ しょう

特性 や 障 がい者に対する地域住民 の理解と協力 は欠かせません。その
とくせい しょう しゃ たい ちいき じゅうみん りかい きょうりょく か

ため、ここでは、住民 の理解を促進 すること、地域で暖 かく見守る
じゅうみん りかい そくしん ちいき あたた みまも

協力 体制 を確保すること、そして災害 時の支援体制 の確保の３つの視点
きょうりょくたいせい かくほ さいがい じ しえん たいせい かくほ してん

から、地域住民 との連携 の重要 性について記載しています。
ちいき じゅうみん れんけい じゅうようせい きさい

Ⅴ 障 がい者の就労 支援
しょう しゃ しゅうろうしえん

障 がい者が地域で生き生きと暮らすためには就労 の確保が欠かせません。
しょう しゃ ちいき いきい く しゅうろう かくほ か

障 がい者の就労 の確保に向け、地域や関係 機関が連携 し、官民 が一体
しょう しゃ しゅうろう かくほ む ちいき かんけいきかん れんけい かんみん いったい

となった取組みが重要 であることから、ここでは、関係 機関等の連携 ・
とりく じゅうよう かんけいきかん とう れんけい

協力 体制 の確保に関すること、就労 促進 や職場 定着 に関すること、
きょうりょくたいせい かくほ かん しゅうろうそくしん しょくばていちゃく かん

施設や 障 がい者の雇用等に取組む企業 に対する支援に関することの３つの
しせつ しょう しゃ こよう とう とりく きぎょう たい しえん かん

視点から記載しています。
してん きさい

Ⅵ その他
た

地域自立支援協議 会の本質 は、地域課題を解決 するための機能を確保す
ちいき じりつ しえん きょうぎかい ほんしつ ちいき かだい かいけつ きのう かくほ

ることであり、地域に暮らす様々 な関係 機関等が協働 する取組みを継続
ちいき く さまざま かんけいきかん とう きょうどう とりく けいぞく

することが重要 であるとの視点について記載しています。
じゅうよう してん きさい


